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うと市議会だより　第 47 号 �

ฏ੒��೥ ୈ�ճٞࢢձྟ࣌ձ
　��݄�೔ͷ市議会議һҰൠબڍʹよりɼ৽͘͠��ਓͷ議һ͕஀ੜ͠·ͨ͠ɻબޙڍͷॳ議会と

ͳΔྟ࣌会͕��݄��೔ʹ։͞࠵Εɼਖ਼෭議௕ͷબڍɼ議会ӡӦҕһ会ٴͼ֤ৗ೚ҕһ会ͷҕһͷ

બग़ฒͼʹӉ৓޿Ҭ࿈߹ɼ্ఱ૲ɾӉ৓ਫಓஂۀا議һͷબڍͳͲΛ͍ߦɼ議会ߏ੒Λܾఆ͠·͠

ͨɻ·ͨɼ市௕ఏग़議Ҋと্ͯ͠ఔ͞ΕͨӉ౔市؂ࠪҕһͷબ೚ʹ͍ͭͯ͸ɼݪҊͷと͓りಉҙ͠ɼ

ਿຊ৴Ұ議һ͕議会બग़ͷ؂ࠪҕһとͯ͠બ೚͞Ε·ͨ͠ɻ

新体制での市議会がスタ
ート

　

市
民
の
օ
様
に
は
、
日
ࠒ
よ
り
市

議
会
に
対
し
ま
し
て
ਂ
い
ご
理
ղ
と

ご
協
力
を
ࣀ
り
৺
か
ら
ײ
ँ
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
ご
ਪ
ڍ

に
よ
り
、
議
௕
並
び
に
෭
議
௕
に
ब

೚
い
た
し
ま
し
た
。

　

ࢲ
た
ͪ
に
と
り
ま
し
て
は
、
੣
に

਎
に
༨
る
光
ӫ
に
ଘ
じ
ま
す
と
と
も

に
、
改
め
て
、
そ
の
重
੹
を
௧
ײ
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

地
方
分
ݖ
が
進
み
、
地
方
自
治
を

取
り
ר
く
؀
ڥ
が
大
き
く
ม
化
し
て

い
る
今
日
、
地
方
自
治
体
が
果
た
す

べ
き
໾
ׂ
も
ෳ
ࡶ
・
多
様
化
し
て
お

り
、
ߋ
な
る
行
੓
改
ֵ
・
財
੓
改
ֵ

が
ٻ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
が
๊
え
て
い
る
課
題
、
ҩ

ྍ
・
հ
護
・
福
祉
・
子
育
て
・
教

育
・
農
業
・
漁
業
・
঎
工
業
の
活
性

化
等
の
重
要
な
੓
ࡦ
課
題
が
ࢁ
積
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
多
様
化
す
る
課
題
や
市

民
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
に
議

会
と
し
て
、
い
た
ず
ら
に
ຎ
ࡲ
を
起

こ
す
こ
と
は
ආ
け
な
け
れ
͹
な
り
ま

せ
ん
が
、
҆
қ
な
ଥ
協
も
ڐ
さ
れ
る

も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
各
ʑ
議
員

が
੾
᛭
ୖ
ຏ
し
執
行
部
と
੓
ࡦ
論
争

を
行
い
、
宇
土
市
発
ల
と
住
民
福
祉

の
向
上
に
執
行
部
と
一
体
と
な
り
、

੣
৺
੣
意
取
り
組
Ή
所
ଘ
で
ご
͟
い

ま
す
。

　

ど
う
か
今
後
と
も
、
市
民
の
օ
様

の
一
૚
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
৺
か

ら
お
ئ
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ब
೚

の
ご
ѫ
ࡰ
と
い
た
し
ま
す
。

正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

˔ٞձӡӦҕһձ
委員長 副委員長 委員
藤井慶峰 野口修一 柴田正樹　　山村保夫　　杉本信一　　浜口多美雄

ٞձӡӦҕһձͱ͸ʁ
　議会を円滑，効率的に運営するために設置する委員会のことです。会期，議事日程，議案等の取扱
い，質問の取扱いなどの議会の運営について話し合います。

˔๏ྩに֤ͮ͘جछٞһ
宇城広域連合　議会議員 山村保夫　　村田宣雄　　浜口多美雄

上天草・宇城水道企業団　議会議員 芥川幸子　　福田慧一

ٞ௕
ଜాɹએ༤

෭ٞ௕
தޱɹढ़޺
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ฏ੒ �� ೥ �� ݄ �� ೔�

ৗ೚ҕһձͱ͸ʁ
　市議会で取り扱う問題は，数が多く，内容も幅広い分野にわたっています。これを議員全員で審議
するよりも，市の仕事をいくつかの部門に分け専門的に詳しく審査した方が効率的です。このため委
員会を設けています。常任委員会は，条例に基づいて置くこととされ，全議員が少なくとも一つの委
員会に所属することになっています。
　宇土市議会では，「総務市民常任委員会」，「経済建設常任委員会」，「文教厚生常任委員会」の３つ
の常任委員会を設置しています。定数は各常任委員会とも６人です。

˔஍Ҭ֨نߴಓ࿏ଅ進౳対策ಛผҕһձ
委員長 副委員長 委員

浜口多美雄 芥川幸子
今中真之助　　西田和徳　　宮原雄一
嶋本圭人　　　野口修一　　中口俊宏

஍Ҭ֨نߴಓ࿏ଅ進౳対策ಛผҕһձͱ͸ʁ
　地域高規格道路「熊本天草幹線道路」の早期整備を図り，宇土市の地域発展を目指すために設置さ
れた委員会です。整備促進に関する調査研究・地域高規格道路を活用した地域活性化対策に関する調
査研究等を行っています。

ৗ೚ҕһ会

ҕһ௕
໺ޱमҰ

ฏًޫߐ

෭ҕһ௕
Ԃాɹໜ

ଜอ෉ࢁ

தਅ೭ॿࠓ

ଜాએ༤

૯຿ࢢຽৗ೚ҕһձ

ҕһ௕
ౢຊܓਓ

தޱढ़޺

෭ҕһ௕
੢ా࿨ಙ

౻Ҫܚๆ

ࣲాਖ਼थ

඿ޱଟඒ༤

ઃৗ೚ҕһձݐࡁܦ

ҕһ௕
ֽ㟒੓࣏

և઒ࢠ޾

෭ҕһ௕
ా৲ਖ਼ࡾ

ਿຊ৴Ұ

༤Ұݪٶ

෱ా᷵Ұ

จ教ްੜৗ೚ҕһձ

˔૯຿ࢢຽৗ೚ҕһձ
　総務部・企画部・市民環境部・支所・

　会計課・監査委員・選挙管理委員会・

　公平委員会・他の委員会に属しない事項

ઃৗ೚ҕһձݐࡁܦ˔
　経済部・建設部・農業委員会

˔จ教ްੜৗ೚ҕһձ
　健康福祉部・福祉事務所・教育委員会

֤ৗ೚ҕһձのॴ؅
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うと市議会だより　第 47 号 �

条
　
　

例

◆
宇
土
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
�4
条
第
2
߲
及
び
第
46
条
第
2
߲
の
規
定
に
基

づ
き
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

・
施
行
日　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
施
行
の
日

ừ
主
な
規
定
内
容
Ử

・
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

が
定
め
る
基
準
に
従
い
、
ຢ
は
こ
れ
を
ࢀ
ऌ
し
、
ར
用
定
員
、
運
営
、
特

例
施
設
型
څ
付
අ
（
特
例
地
域
型
保
育
څ
付
අ
）
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
。

◆
宇
土
市
保
育
の
実
施
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
施
行
に
൐
い
、
保
育
の
必
要
性
の
認
定
に
つ
い

て
は
内
ֳ
෎
ྩ
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
た
め
、
条
例
を
ഇ
ࢭ
す
る
も
の
。

・
施
行
日　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
施
行
の
日

ừ
主
な
内
容
Ử

・
条
例
を
ഇ
ࢭ
す
る
と
と
も
に
、
附
ଇ
で
宇
土
市
保
育
所
負
担
金
௃
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
。

◆
宇
土
市
営
住
宅
条
例
及
び
宇
土
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
の
一
部
改

正

　

市
営
住
宅
等
の
入
居
者
の
資
格
を
改
め
る
こ
と
等
に
൐
い
、
条
例
を
改
正
す

る
も
の
。

・
施
行
日　

公
෍
の
日
。
た
だ
し
、
法
཯
の
題
໊
が
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
൐
う

部
分
は
、
各
改
正
法
の
施
行
の
日

ừ
主
な
改
正
内
容
Ử

・
市
営
住
宅
及
び
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
入
居
で
き
な
い
者
の
1
つ
と
し
て

「
暴
力
団
員
」
と
規
定
し
て
い
る
も
の
を
、「
暴
力
団
員
で
な
く
な
っ
た
日

か
ら
�
年
を
経
過
し
な
い
者
」
を
含
Ή
「
暴
力
団
員
等
」
と
規
定
す
る
。

・
中
国
࢒
ཹ
๜
人
等
の
円
׈
な
ؼ
国
の
ଅ
進
及
び
Ӭ
住
ؼ
国
後
の
自
ཱ
の
支
援

に
関
す
る
法
཯
、
Ϛ
ン
シ
ἀ
ン
の
建
ସ
え
の
円
׈
化
等
に
関
す
る
法
཯
の

題
໊
が
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
൐
い
、
こ
れ
ら
の
法
཯
໊
を
引
用
し
て
い
る

規
定
を
整
理
す
る
。

予

算

◆
平
成
26
年
度
宇
土
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　

ࡀ
入
ࡀ
出
そ
れ
ͧ
れ
�
�
�
万
4
ઍ
円
増
ֹ
し
、
総
ֹ
を
4�
ԯ
�
，
�
�
�

万
�
ઍ
円
と
す
る
。
主
な
も
の
は
、
人
件
අ
の
補
正
、
事
業
අ
確
定
に
൐

う
過
年
度
ฦ
ؐ
金
及
び
社
会
保
ো
・
੫
൪
号
制
度
導
入
に
൐
う
増
ֹ
補
正
。

　
◆
平
成
26
年
度
宇
土
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

ࡀ
入
ࡀ
出
そ
れ
ͧ
れ
4
，
�
�
�
万
�
ઍ
円
増
ֹ
し
、
総
ֹ
を
�2
ԯ
�
�
�

万
4
ઍ
円
と
す
る
。
主
な
も
の
は
、
人
件
අ
の
補
正
、
事
業
අ
確
定
に
൐

う
過
年
度
ฦ
ؐ
金
及
び
社
会
保
ো
・
੫
൪
号
制
度
導
入
に
൐
う
増
ֹ
補
正
。

　
◆
平
成
26
年
度
宇
土
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

　

ࡀ
入
ࡀ
出
そ
れ
ͧ
れ
2
2
�
万
4
ઍ
円
ݮ
ֹ
し
、
総
ֹ
を
�
ԯ
�
，
�
�
0

万
�
ઍ
円
と
す
る
。
主
な
も
の
は
、
人
件
අ
の
補
正
及
び
社
会
保
ো
・
੫

൪
号
制
度
導
入
に
൐
う
補
正
。

◆
平
成
26
年
度
宇
土
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　

収
ӹ
的
支
出
及
び
資
本
的
支
出
合
わ
せ
て
�
0
�
万
6
ઍ
円
増
ֹ
し
、
収
ӹ

的
支
出
及
び
資
本
的
支
出
総
ֹ
を
16
ԯ
�
，
1
�
�
万
�
ઍ
円
と
す
る
。

主
な
も
の
は
、
人
件
අ
の
補
正
及
び
シ
ス
ς
Ϝ
改
修
に
൐
う
増
ֹ
補
正
。

人
　
　

事

◆
宇
土
市
監
査
委
員
の
選
任
（
任
期
4
年
）

　

ඌ
୔　

҆
治
࿠　

ࢯ
（
࠶
೚
）

　
◆
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
（
任
期
3
年
）

　

田
୅　

ٱ
୅　

ࢯ
（
৽
೚
）

ฏ੒��೥ ୈ̏ճఆྫձ
　第�ճఆྫ会Λ�݄��೔͔Β�݄��೔·Ͱɼ��೔ؒͷ会ظͰ։͠࠵·ͨ͠ɻ

　市௕ఏग़議Ҋとͯ͠ɼӉ౔市ಛఆڭҭɾอҭࢪઃٴͼಛఆ஍ҬܕอҭۀࣄͷӡӦʹؔ͢Δج४Λఆ

ΊΔ৚ྫͷ੍ఆͳͲ৚ྫؔ݅�܎ɼฏ੒��೥౓Ұൠ会ิܭਖ਼༧ࢉͳͲ༧7݅܎ؔࢉɼฏ੒��೥౓Ӊ

౔市ਫಓۀࣄ会ࢉܾܭͷೝఆ�݅ɼӉ౔市؂ࠪҕһͷબ೚ͳͲਓࣄҊ݅�݅ɼ議һఏग़議Ҋとͯ͠ফ

අ੫��ˋ૿੫ͷதࢭΛٻΊΔҙݟॻͳͲ4্͕݅ఔ͞Εɼ͍ͣΕ΋ݪҊͷと͓りܾఆ͠·ͨ͠ɻ

　議Ҋͷओͳ಺༰͸Լهͷと͓りͰ͢ɻͳ͓ɼ議ܾ݁Ռ͸�4ϖʔδʹɼ֤ҕһ会Ͱͷ৹ࠪ಺༰͸ɼ

��ʙ��ϖʔδʹ͍ͯ͠ࡌه·͢ɻ
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平成26年第̏回Ӊ౔ٞࢢ会定例会ɹҰൠ࣭໰Ұཡද
発言順 氏名 質問事項（大項目） 掲載ページ

1 ฏ ɹߐ ޫ ً (ࡦରٴซড়Խ૧ී߹)໰୊についてڥ؀(1)
৯についてڅߍֶ(2) ̒

̎ ໺ ɹޱ म Ұ
ҭ成ۀ࢈とྙཧ，新ۀا(1)
(2)Ӊ౔市のҿみਫ
(�)ۭきՈରࡦ，੢෦活ੑԽ

̓

3 த ɹޱ ढ़ ޺
(1)Ӊ౔౦খ۠ߍのৼࡦํڵについて
についてࡦରࡁܦを活༻したݯࢿ(஍Ҭ)ޫ؍(2)
について্޲ಐ・生ెのֶྗࣇ(�)

̔

4 և ઒ɹ ޾ ࢠ

(1)子ҭて支ԉについて
(2)図書館੔උについて
(�)ۭきՈରࡦについて
が҆৺して฻らͤる஍Ҭࣾ会についてऀྸߴ(4)

̕

̑ ֽ 㟒ɹ ੓ ࣏ (1)ኼ኶ೝ஌঱ରࡦについて
ʥ࢈ࢿ੫についてʤঈ٫࢈ࢿ定ݻ(2) 10

̒ ෱ ాɹ ᷵ Ұ

(1)Տ઒վ修について
࿝ॕいۚについてܟ(2)
(�)中ԝ公Ԃの੔උについて
(4)հޢอݥについて

11

˗ฏ੒��೥౓宇土市Ұൠձิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̎߸ʣ
　歳入歳出それぞれ4億1,919万4千円を増額し，総額を147億2,454万5千円とする。

費　目
（歳出概要）

予算額
（千円）

歳出の主なもの
（　）内は補正額【単位：千円】

議 会 費 △100 給料（△300）

総 務 費 46,798
定住移住対策事業（4,140），住吉駅駐輪場補強対策事業経費
（4,597）

民 生 費 115,302
臨時福祉給付金事業（3,560），保育士等処遇改善臨時特例事業経
費（26,785）

衛 生 費 8,049 がん検診推進事業（8,300）

農林水産業費 97,815
果樹園芸振興一般経費（81,842），水産物供給機能保全事業
（16,618）

商 工 費 8,390 宇土マリーナ振興経費（6,790）

土 木 費 128,187 道路維持一般経費（16,500），地方道路等整備事業経費（119,860）

消 防 費 393 消防団員安全装備品整備等助成事業（1,929）

教 育 費 13,060
小学校施設管理経費（7,000），中学校施設管理経費（4,484），市
内重要遺跡保存活用事業（3,021）

災 害 復 旧 費 1,300 公共土木施設災害復旧費（1,300）
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ถ
൧
څ
৯
ਬ
൧
ۀ
務
ʹ
ͭ

͍
ͯ

໰　

学
校
څ
৯
法
に
お
い
て
、
学

校
څ
৯
の
実
施
に
必
要
な
施
設
及
び

設
備
に
要
す
る
経
අ
並
び
に
学
校
څ

৯
の
運
営
に
要
す
る
経
අ
の
う
ͪ
੓

ྩ
で
定
め
る
も
の
は
ٛ
務
教
育
ॾ
学

校
の
設
置
者
の
負
担
と
す
る
と
あ
る
。

؆
単
に
ݴ
う
と
施
設
や
ث
具
な
ど
の

設
備
、
そ
の
修
理
、
人
件
අ
、
水
、

光
೤
අ
な
ど
含
Ή
、
঎
材
購
入
අ
以

外
の
෺
は
自
治
体
が
負
担
す
る
も
の

で
、
څ
৯
අ
は
、
ຖ
日
の
څ
৯
に
࢖

用
す
る
৯
材
の
購
入
අ
用
で
あ
る
。

な
ら
͹
ถ
൧
څ
৯
ਬ
൧
事
業
は
全
ֹ

補
助
す
べ
き
と
い
う
よ
り
も
、
今
行

わ
れ
て
い
る
ถ
൧
加
工
賃
は
そ
も
そ

も
保
護
者
が
負
担
す
る
も
の
で
は
な

く
、
市
が
支
෷
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

౴　

県
内
の
ถ
൧
څ
৯
を
委
託
し

て
い
る
څ
৯
セ
ン
タ
ー
を
࣋
つ
自
治

体
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
4
自

治
体
の
熊
本
市
、
ീ
୅
市
、
ӹ
৓
町
、

௡
ಸ
໦
町
で
あ
る
。
そ
の
内
自
治
体

が
負
担
し
て
い
る
の
は
ӹ
৓
町
だ
け

で
、
他
の
熊
本
市
、
ീ
୅
市
、
௡
ಸ

໦
町
は
全
ֹ
を
保
護
者
が
負
担
し
て

い
る
。
ೋ
通
り
の
経
අ
負
担
の
実
例

の
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
明
確
な
答
え
が

出
な
い
こ
と
か
ら
、
学
校
څ
৯
法
第

11
条
の
経
අ
負
担
に
つ
い
て
の
見
ղ

を
、
県
体
育
保
健
課
と
県
を
通
じ
て

文
部
Պ
学
省
に
も
確
認
し
た
。
そ
の

結
果
、
国
も
県
も
法
཯
の
ղ
ऍ
に
つ

い
て
は
ứ
自
治
体
の
と
ら
え
方
で
あ

り
、
こ
れ
が
正
し
い
と
い
う
答
え
は

難
し
い
Ừ
と
の
回
答
で
あ
る
。

（
教
育
部
௕
）

໰　

本
市
の
小
学
校
で
の
څ
৯
1

৯
当
た
り
の
単
Ձ
は
2
�
0
円
で
あ

る
。
熊
本
市
と
ീ
୅
市
の
1
৯
当
た

り
は
、
2
�
0
円
。
ӹ
৓
町
で
は

2
2
�
円
で
あ
る
。
そ
の
う
ͪ
、
ถ

୅
は
約
2�
円
で
、
加
工
賃
に
は
約
2�

円
、
合
計
約
�0
円
と
考
え
れ
͹
、
熊

本
市
や
ീ
୅
市
で
は
、
2
�
0
円
に

加
工
අ
を
引
い
た
2
2
�
円
が
1
৯

単
Ձ
。
ӹ
৓
町
は
町
が
ถ
൧
加
工
賃

を
全
ֹ
負
担
し
て
い
る
か
ら
そ
の
ま

ま
の
2
2
�
円
。
本
市
で
は
、

2
�
0
円
か
ら
加
工
賃
の
൒
分
は
補

助
金
で
あ
る
か
ら
、
࢒
り
1�
円
を
引

く
、
約
2
1
�
円
が
1
৯
単
Ձ
。
こ

れ
で
は
単
Ձ
に
大
き
な
ࠩ
が
あ
る
。

今
後
は
څ
৯
අ
を
ద
正
に
࢖
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

౴　

現
在
ਬ
൧
は
委
託
し
て
い
る
。

今
回
の
質
問
で
は
、
ݰ
ถ
と
ύ
ン
で

ൺ
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
ถ
は
ਬ
൧
し

な
い
と
৯
べ
ら
れ
ず
、
出
来
上
が
っ

た
ご
൧
へ
の
支
෷
い
で
あ
れ
͹
、
ύ

ン
と
同
様
の
考
え
が
成
り
ཱ
つ
と

思
っ
て
い
る
。
委
託
の
た
め
高
く
な

る
か
ら
本
市
は
൒
ֹ
を
補
助
し
て
い

る
。
今
の
や
り
方
が
一
൪
い
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
ղ
ऍ
を
ࢲ
は
し
て

い
る
。
今
年
度
、
セ
ン
タ
ー
の
଱
਒

診
断
を
行
う
が
、
結
果
と
し
て
建
ସ

え
を
含
め
た
見
直
し
が
必
要
で
あ
れ

͹
、
今
後
の
څ
৯
の
あ
り
方
も
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
目
指
す
࢟
は
、
҆

৺
で
҆
全
で
か
つ
保
護
者
負
担
を
ܰ

ݮ
し
た
҆
Ձ
な
څ
৯
の
ఏ
ڙ
で
あ
る
。

確
か
に
問
題
点
は
あ
る
の
で
ਅ
᎜
に

向
き
合
う
。�

（
市
௕
）

৯ࡐඅとして，ถとղऍするかご൧とղऍするかでڅ৯の充実がかわる

米飯給食について

（
無
所
属
）

平
江
　
光
輝
　
議
員
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ྙ
ཧ
ỏ
࢈
ۀ
࿈
ܞ
ࢧ
ԉ

໰　

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
、

こ
れ
か
ら
は
ا
業
も
ࢀ
加
し
、
ΰ
ミ
、

ホ
コ
Ϧ
、
ν
Ϧ
、
異
ष
、
さ
ら
に
は

ܠ
観
に
も
഑
ྀ
す
る
こ
と
で
地
域
に

ߩ
ݙ
す
る
よ
う
に
ଅ
す
、
؀
ڥ
保
全

条
例
の
制
定
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

౴　

؀
ڥ
保
全
に
関
す
る
事
߲
で

特
に
ا
業
の
地
域
ߩ
ݙ
に
つ
い
て
は
、

؀
ڥ
基
本
条
例
の
ほ
か
、
宇
土
市
؀

ڥ
保
全
協
定
に
関
す
る
条
例
に
よ
る

事
業
所
と
の
ਈ
࢜
協
定
と
い
う
形
で

റ
り
を
か
け
て
い
る
。
現
在
క
結
事

業
者
は
ùú
社
。
今
後
も
こ
の
方
法
で

対
ࡦ
を
講
じ
た
い
。

�

（
市
民
؀
ڥ
部
௕
）

໰　

現
在
、
市
内
外
と
の
ا
業
連

ܞ
、
あ
る
い
は
共
同
事
業
等
の
活
動

に
つ
い
て
の
報
告
。
産
業
間
連
ܞ
、

市
内
外
の
異
業
種
間
連
ܞ
の
支
援
を

や
る
考
え
は
あ
る
か
。　

౴　

今
後
地
域
の
ا
業
が
保
有
す

る
஌
能
、
ٕ
ज़
、
市
場
な
ど
の
経
営

資
ݯ
を
連
ܞ
さ
せ
て
、
共
同
受
注
、

共
同
事
業
、
৽
産
業
分
໺
の
開
୓
や

情
報
発
৴
等
ʑ
を
行
う
こ
と
は
、
当

市
の
産
業
活
性
化
に
つ
な
が
る
可
能

性
を
ൿ
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

�

（
経
ࡁ
部
௕
）

Ӊ
౔
市
ͷ
ҿ
Έ
ਫ

໰　

市
の
上
水
道
を
ར
用
す
る
戸

数
と
、
市
が
管
理
す
る
؆
қ
水
道
を

ར
用
す
る
戸
数
。
上
水
道
の
څ
水
地

域
に
在
り
な
が
ら
øü
ˋ
ほ
ど
が
ར
用

し
な
い
理
༝
は
Կ
か
。

౴　

平
成
ùü
年
度
の
加
入
状
況
は

上
水
道
څ
水
区
域
内
戸
数
̍
̍
，

̏
̍
̔
戸
、
؆
қ
水
道
̎
，
̌
̍
̏

戸
。
水
道
ະ
加
入
ੈ
ଳ
の
理
༝
に
つ

い
て
は
、
Ҫ
戸
等
の
自
家
水
を
࣋
っ

て
お
ら
れ
た
り
、
地
区
で
の
自
ݾ
水

ݯ
で
ઐ
用
水
道
等
に
加
入
し
て
お
ら

れ
る
と
思
わ
れ
る
。�

（
建
設
部
௕
）

Ӊ
౔
市
ͷ
੢
෦
׆
ੑ
Խ

໰　

県
選
出
の
国
会
議
員
へ
有
明

ւ
の
水
産
業
支
援
に
つ
い
て
要
望
活

動
を
し
た
そ
う
だ
が
、
国
は
ど
ん
な

対
ࡦ
を
考
え
て
い
る
か
報
告
を
。

౴　

現
在
、
実
施
さ
れ
て
い
る
ׯ

ׁ
࠶
生
に
܎
る
実
ূ
ࢼ
ݧ
に
つ
い
て
、

ޮ
果
的
な
工
法
の
検
ূ
後
、
早
急
に

事
業
化
に
取
組
Ή
と
と
も
に
事
業
の

֦
大
を
ਤ
る
こ
と
。
ま
た
、
ׯ
ׁ
漁

場
の
改
ળ
に
つ
な
が
る
৽
た
な
工
法

等
の
検
討
を
行
い
、
引
き
続
き
有
明

ւ
の
࠶
生
に
、
よ
り
実
ޮ
性
の
あ
る

取
り
組
み
を
早
急
に
行
う
こ
と
を
要

望
し
た
。
本
市
と
し
て
も
、
有
明
ւ

の
࠶
生
及
び
漁
業
者
の
経
営
҆
定
の

た
め
に
、
有
明
ւ
漁
場
で
大
規
模
な

水
産
資
ݯ
回
෮
事
業
の
֦
ॆ
を
引
き

続
き
国
県
へ
要
望
す
る
と
と
も
に
、

漁
場
整
備
の
ޮ
果
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
関
܎
機
関
と
連
ܞ
し
て
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
行
っ
て
ま
い
り
た

い
。�

（
経
ࡁ
部
௕
）

ࣗવڥ؀は，ະདྷੈ୅から༬かるࣾ会తڞ௨ࢿ本

産業連携，飲み水，宇土市の西部活性化

（
無
所
属
）

野
口
　
修
一
　
議
員
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ৼ
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໰　

宇
土
市
の
ক
来
的
な
目
標
人

口
と
し
て
、
平
成
�0
年
に
は
、
�
1
，

0
0
0
人
と
し
て
各
施
ࡦ
が
ਪ
進
さ

れ
て
い
る
。
人
口
増
加
対
ࡦ
と
し
て

は
、
宇
土
市
に
転
入
し
て
住
ん
で
も

ら
う
こ
と
、
住
み
続
け
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

家
を
建
て
る
た
め
の
宅
地
開
発
の
ଅ

進
が
必
要
で
あ
る
。
宇
土
౦
小
学
校

区
内
に
お
い
て
は
、
দ
原
町
の
宇
土

౦
小
学
校
๺
側
及
び
Ѵ
町
前
田
地
区

を
宅
地
等
と
し
て
開
発
す
れ
͹
、
本

市
の
発
ల
、
౦
小
学
校
区
の
ৼ
ڵ
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

౴　

現
在
、
民
間
に
よ
る
大
型
の

宅
地
開
発
を
ਪ
進
す
る
た
め
、
宇
土

市
ま
ͪ
づ
く
り
基
本
調
査
業
務
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
市
の
各

計
画
を
基
に
住
宅
開
発
地
の
ީ
補
地

を
選
定
し
、
検
討
を
加
え
て
実
現
に

向
け
た
課
題
を
整
理
す
る
も
の
で
、

期
間
は
今
年
の
�
月
1�
日
か
ら
平
成

2�
年
�
月
16
日
ま
で
で
あ
る
。
質
問

が
あ
っ
た
、
দ
原
町
及
び
Ѵ
町
の
地

域
は
調
査
区
域
に
入
っ
て
お
り
、
調

査
を
進
め
て
い
る
。
今
後
の
本
市
の

取
り
組
み
は
、
実
施
中
の
調
査
業
務

に
お
い
て
、
住
宅
開
発
の
実
現
性
が

高
い
と
判
断
さ
れ
た
地
区
に
つ
い
て
、

住
宅
地
開
発
の
実
現
に
向
け
た
ఏ
案

や
地
区
と
の
協
議
を
行
い
、
定
住
ଅ

進
対
ࡦ
を
ਤ
っ
て
い
く
。

�

（
建
設
部
௕
）

ࣇ
ಐ
ɾ
生
ె
ͷ
ֶ
ྗ
޲
্

対
策
ʹ
ͭ
͍
ͯ

໰　

児
童
・
生
ె
の
学
力
を
向
上

さ
せ
る
方
ࡦ
の
一
つ
と
し
て
、

*
$
5
教
育
を
導
入
す
る
こ
と
を

ఏ
ݴ
す
る
。
2
0
1
�
年
度
全
国
学

力
ς
ス
ト
で
小
学
校
6
年
生
算
数

#
の
問
題
の
成
੷
が
、
県
の
平
均

正
答
率
��
・
�
�
、
文
Պ
省
委
託
の

*
$
5
教
育
ਪ
進
校
の
ࢁ
ߐ
村
の

ࢁ
田
小
学
校
の
正
答
率
は
�1
・
�
�

と
県
の
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
。
成
੷
上
ঢ
の
要
Ҽ
の
一
つ
が
11

年
度
導
入
し
た
情
報
通
৴
ٕ
ज़

（
*
$
5
）
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
県
教
育
委
員
会
は
、
タ

ϒ
Ϩ
ッ
ト
を
࢖
っ
た
त
業
（
*
$
5

教
育
）
は
教
育
ޮ
果
が
高
い
と
結
論

付
け
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
時

期
を
ࣦ
す
る
こ
と
な
く
、
ま
ず
は
Ϟ

σ
ル
校
を
指
定
し
て
、
そ
の
結
果
を

検
ূ
す
る
な
ど
導
入
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
っ
た
ら
ど
う
か
、
本
市
の

方
針
を
教
育
௕
に
お
ਘ
Ͷ
す
る
。

౴　

最
近
*
$
5
の
導
入
を
進
め

る
自
治
体
が
増
え
て
お
り
、
*
$
5

を
活
用
す
れ
͹
児
童
・
生
ె
に
多
様

な
学
び
の
場
を
ఏ
ڙ
す
る
こ
と
に
な

り
、
結
果
的
に
学
力
向
上
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て

は
、
26
年
度
網
田
中
学
校
に
タ
ϒ

Ϩ
ッ
ト
1
$
等
を
導
入
し
無
線

-
"
/
の
整
備
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
、

今
後
は
網
田
中
学
校
を
Ϟ
σ
ル
校
と

し
て
、
今
後
買
い
ସ
え
を
予
定
し
て

い
る
学
校
か
ら
ॱ
次
、
無
線

-
"
/
の
؀
ڥ
を
整
備
し
、
タ
ϒ

Ϩ
ッ
ト
1
$
等
を
導
入
し
た
教
育

の
情
報
化
、
*
$
5
化
を
進
め
て

い
く
。�

（
教
育
௕
）

ICT 教育の推進
ύιコϯをͬ࢖たतۀ(網田中ֶߍ)

（
無
所
属
）

中
口
　
俊
宏
　
議
員
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໰　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
৽
制

度
導
入
に
向
け
て
の
市
の
取
り
組
み

と
、
一
時
༬
か
り
事
業
（
幼
稚
園
）

の
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
。

౴　

幼
児
期
の
学
校
教
育
や
保
育
、

地
域
の
子
育
て
支
援
の
量
の
֦
ॆ
、

質
の
向
上
を
進
め
て
い
く
制
度
で
、

来
年
4
月
に
本
格
ス
タ
ー
ト
予
定
。

昨
年
度
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
基
に
教

育
・
保
育
の
ध
要
量
に
対
し
、
ど
う

ڙ
څ
量
を
確
保
す
る
か
を
৹
議
し
宇

土
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
ૉ
案
を
ࡦ
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

ま
た
、
幼
稚
園
で
多
く
の
保
護
者
が

「
一
時
༬
か
り
事
業
を
ར
用
し
た
い
」

と
い
う
調
査
結
果
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
幼
稚
園
で
の
一
時
༬
か
り
の
実

施
に
関
す
る
確
保
方
ࡦ
を
担
当
部
署

と
検
討
し
て
い
る
。
今
後
、
1
月
に

計
画
（
案
）
の
最
終
৹
議
を
す
る
予

定
で
、
そ
れ
ま
で
に
確
保
方
針
を
明

確
に
す
る
。�

（
健
康
福
祉
部
௕
）

໰　

子
ど
も
ҩ
ྍ
අ
助
成
の
֦
大

に
つ
い
て
。

౴　

昨
年
10
月
か
ら
助
成
対
৅
を

小
学
校
6
年
生
ま
で
֦
大
し
、
今
は

事
業
අ
等
を
整
理
・
分
ੳ
し
て
い
る
。

ߋ
な
る
֦
ॆ
は
、
市
の
財
੓
状
況
等

を
צ
案
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

�

（
健
康
福
祉
部
௕
）

໰　

今
後
の
多
子
ੈ
ଳ
の
子
育
て

支
援
֦
ॆ
に
向
け
て
の
見
通
し
に
つ

い
て
。

౴　

第
2
期
市
௕
Ϛ
ニ
ϑ
ỻ
ス
ト

で
、「
小
中
学
校
に
�
人
以
上
在
籍

し
て
い
る
場
合
、
�
人
目
以
߱
の
څ

৯
අ
の
無
ྉ
化
」
を
ܝ
げ
て
お
り
、

今
後
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

�

（
市
௕
）

ਤ
ॻ
ؗ
੔
උ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

໰　

ਤ
ॻ
ؗ
の
଱
਒
診
断
調
査
の

結
果
と
、
今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い

て
。

౴　

一
階
部
分
の
ܻ
方
向
だ
け
଱

਒
性
能
を
ຬ
଍
し
て
い
な
い
と
い
う

判
定
。
対
応
ࡦ
と
し
て
、
補
強
工
事

を
施
せ
͹
、
今
後
も
࢖
用
可
能
な
建

෺
で
あ
る
と
の
報
告
で
、
ਤ
ॻ
ؗ
の

整
備
計
画
も
含
ま
れ
た
「
公
共
施
設

࠶
整
備
を
検
討
す
る
委
員
会
」
に
お

い
て
、
総
合
的
な
公
共
施
設
整
備
の

方
針
や
財
ݯ
、
時
期
等
の
検
討
が
な

さ
れ
る
。�

（
教
育
部
௕
）

ۭ
͖
Ո
対
策
ʹ
ͭ
͍
ͯ

໰　

本
市
に
お
け
る
ۭ
き
家
・
ഇ

԰
等
の
実
態
調
査
に
つ
い
て
。

౴　

市
内
全
域
を
対
৅
と
し
た
目

ࢹ
に
よ
る
ۭ
き
家
調
査
を
行
い
、
ۭ

き
家
の
位
置
と
家
԰
の
状
態
を
把
握

し
、
本
市
の
人
口
増
加
の
施
ࡦ
に
ܨ

げ
て
い
き
た
い
。�

（
ا
画
部
௕
）

໰　

ۭ
き
家
の
ద
正
管
理
に
関
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

状
況
。
ま
た
、
取
յ
し
අ
用
へ
の
補

助
制
度
に
つ
い
て
。

౴　

条
例
は
今
年
度
中
に
制
定
で

き
る
よ
う
取
り
組
Ή
。
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
国
の
動
向
を
見
極
め
な
が

ら
制
度
導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。�

（
建
設
部
௕
）

高
ྸ
ऀ
͕
҆
৺
͠
ͯ
฻
Β

ͤ
Δ
地
域
ࣾ
会
ʹ
ͭ
͍
ͯ

໰　

地
域
แ
ׅ
ケ
ア
シ
ス
ς
Ϝ
の

ߏ
ங
に
つ
い
て
。

౴　

ҩ
ྍ
と
հ
護
と
の
連
ܞ
、
多

৬
種
を
交
え
た
地
域
ケ
ア
会
議
、
民

間
団
体
や
住
民
ボ
ϥ
ン
ς
ỹ
ア
の
活

用
等
、
実
現
可
能
な
計
画
を
ࡦ
定
し
、

事
業
ల
開
を
行
っ
て
い
き
た
い
。　�

�

（
健
康
福
祉
部
௕
）

安心して子育てができる支援の充実を
ֆ本の読みฉかͤ(Ӊ౔༮ஓԂ)

（
公
明
党
）

芥
川
　
幸
子
　
議
員
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ኼ
኶
ೝ
஌
঱
対
策
ʹ
ͭ
͍

ͯ໰　

ኼ
኶
者
対
ࡦ
に
つ
い
て
、
今

後
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
か
。
ࢁ
形

県
פ
Տ
ߐ
市
の
「
無
事
か
え
る
支
援

事
業
」
研
修
会
に
ࢀ
加
し
た
。
本
市

も
取
り
組
Ή
べ
き
で
は
な
い
か
。

౴　

議
員
か
ら
פ
Տ
ߐ
市
の
「
無

事
か
え
る
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
の

঺
հ
が
あ
っ
た
が
、
ࢲ
も
一
ॹ
に
研

修
会
に
ࢀ
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

໊
前
や
連
བྷ
先
等
必
要
な
情
報
を
ه

載
し
た
ω
ー
Ϝ
を
࡞
成
し
、
ア
イ
ϩ

ン
で
プ
Ϧ
ン
ト
す
る
と
い
う
も
の
で
、

ۺ
に
情
報
の
プ
Ϩ
ー
ト
を
ష
り
付
け

る
と
い
う
方
法
も
あ
る
。
ࢲ
も
こ
の

よ
う
な
も
の
で
あ
れ
͹
本
市
で
も
導

入
で
き
る
し
、
ま
た
ޮ
果
も
あ
る
と

思
っ
た
次
第
で
あ
る
。
で
き
る
こ
と

か
ら
ண
実
に
実
行
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。�

（
健
康
福
祉
部
௕
）

ଠ
ཅ
ޫ
ൃ
ి
設
ஔ
ʹ
͓
͚
Δ
ݻ
ఆ
ࢿ
࢈

੫
ͷ
ਃ
ࠂ
ٴ
ͼ
ܰ
ݮ
੍
౓
ʹ
ͭ
͍
ͯ

໰　

ଠ
ཅ
光
発
ి
設
備
（
償
٫
資

産
）
の
状
況
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
調
査
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ະ

申
告
者
の
調
査
は
、
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

౴　

ଠ
ཅ
光
発
ి
設
備
の
設
置
状

況
の
把
握
に
つ
い
て
は
、
設
置
さ
れ

る
土
地
が
農
地
か
ら
転
用
さ
れ
る
場

合
が
多
い
た
め
、
主
に
、
農
地
法
の

転
用
申
請
を
基
に
調
査
し
て
い
る
。

し
か
し
、
宅
地
や
ࢁ
ྛ
に
設
置
さ
れ

て
い
る
場
合
、
転
用
申
請
が
行
わ
れ

ず
資
ྉ
が
な
い
た
め
、
今
後
は
、
平

成
2�
年
度
に
導
入
し
た
地
理
情
報
シ

ス
ς
Ϝ
（
(
*
4
）
の
航
ۭ
ࣸ
ਅ
を

活
用
し
、
ま
ず
は
ص
上
で
σ
ー
タ
の

ਫ਼
査
を
行
い
、
そ
の
後
に
現
地
調
査

を
行
お
う
と
考
え
て
い
る
。

　

次
に
、
ະ
申
告
者
に
対
す
る
対
応

に
つ
い
て
は
、
償
٫
資
産
の
所
有
者

に
は
申
告
ٛ
務
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
特
に
個
人
事
業
者
の
中
に
は

申
告
し
な
け
れ
͹
な
ら
な
い
こ
と
自

体
஌
ら
な
い
と
い
う
人
が
多
い
も
の

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
޿
報
活

動
の
ॆ
実
に
よ
る
市
民
へ
の
प
஌
ప

ఈ
が
最
重
要
と
考
え
る
。

　

今
後
ߋ
に
޿
報
ܒ
発
に
౒
め
る
た

め
、
޿
報
ࢴ
の
ܝ
載
内
容
や
回
数
等

の
ॆ
実
を
ਤ
り
、
৽
た
に
、
イ
ン

タ
ー
ω
ッ
ト
や
ι
ー
シ
Ỿ
ル
ω
ッ
ト

ϫ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
を
有
ޮ
に
活
用
し
、

޿
く
分
か
り
や
す
い
情
報
を
発
৴
す

る
こ
と
で
、
制
度
内
容
を
理
ղ
し
て

も
ら
い
申
告
に
ܨ
げ
て
い
き
た
い
。

　

次
に
、
償
٫
資
産
の
所
有
者
の
調

査
方
法
と
し
て
、
国
੫
資
ྉ
σ
ー
タ

の
活
用
が
あ
る
。

　

近
年
、
確
定
申
告
の
ࡍ
に
、
ి
子

申
告
（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）
を
ར
用
し

て
申
告
さ
れ
る
方
が
増
え
、
平
成
2�

年
度
に
は
ී
及
率
が
約
ýü
�
に

な
っ
て
い
る
が
、
ి
子
申
告
に
よ
り

申
告
さ
れ
た
申
告
ॻ
及
び
決
算
ॻ
の

σ
ー
タ
は
、
Τ
ル
タ
ッ
ク
ス
（
地
方

੫
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
ς
Ϝ
）
の
σ
ー
タ

連
ܞ
シ
ス
ς
Ϝ
を
հ
し
て
、
市
町
村

に
送
৴
さ
れ
て
く
る
。

　

こ
の
σ
ー
タ
を
基
に
、
償
٫
資
産

の
申
告
が
必
要
な
方
を
ந
出
し
、
案

内
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

�

（
市
民
؀
ڥ
部
௕
）

कりάοζのͻとつ「ΞΠロϯϓϦϯτωーム」ݟ

「無事かえる支援事業」を導入して徘徊者対策を

（
無
所
属
）

樫
﨑
　
政
治
　
議
員
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վ
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ʹ
ͭ
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ͯ

໰　

ધ
場
川
・
大
௶
川
・
५
川
の

水
害
か
ら
市
民
生
活
を
क
る
た
め
Տ

川
改
修
を
急
͙
必
要
が
あ
る
。
と
く

に
ધ
場
川
の
今
後
改
修
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

౴　

ધ
場
川
・
大
௶
川
・
५
川
の

Տ
川
改
修
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に

工
事
を
進
め
て
い
る
。
ધ
場
川
に
つ

い
て
は
、
چ
ધ
場
川
を
ར
用
し
、
Տ

道
を
確
保
す
る
計
画
で
あ
る
。
ま
た
、

ધ
場
川
下
流
で
は
県
営
事
業
に
よ
り
、

দ
原
排
水
機
場
の
改
ங
が
計
画
さ
れ

て
お
り
、
平
成
2�
年
度
に
事
業
の
採

択
申
請
が
国
に
ఏ
出
さ
れ
る
予
定
で

あ
り
、
採
択
さ
れ
る
と
6
Ỗ
�
年
ほ

ど
で
事
業
が
׬
ྃ
す
る
見
ࠐ
み
で
あ

る
。�

（
建
設
部
௕
）

ܟ
࿝
ॕ
͍
ۚ
ͷ
ࢧ
څ
֦
େ
Λ

໰　

高
ྸ
者
は
年
金
の
࡟
ݮ
、
消

අ
੫
の
増
੫
や
ҩ
ྍ
・
հ
護
の
負
担

増
な
ど
ຖ
日
の
生
活
に
重
く
の
し
か

か
り
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
ۤ
࿑
に
応
え
る
た
め
に
、

せ
め
て
�0
ࡀ
以
上
の
高
ྸ
者
に
ࡾ
ઍ

円
か
ら
ޒ
ઍ
円
ఔ
度
の
ܟ
࿝
ॕ
い
金

を
支
څ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

౴　

支
څ
対
৅
者
の
֦
大
に
は
৽

た
な
一
般
財
ݯ
が
必
要
で
あ
る
。
現

在
の
と
こ
ろ
、
ܟ
࿝
ॕ
い
金
の
支
څ

対
৅
者
を
֦
大
す
る
考
え
は
な
い
。

�

（
健
康
福
祉
部
௕
）

த
ԝ
ެ
Ԃ
ͷ
੔
උ
Λ

໰　

市
中
৺
部
で
਌
子
で
༡
べ
る

公
園
は
中
ԝ
公
園
と
運
動
公
園
の
中

に
あ
る
が
、
中
ԝ
公
園
を
ར
用
さ
れ

る
方
よ
り
、「
市
໾
所
前
の
公
園
の

見
直
し
を
ر
望
し
ま
す
。
Ֆ
ஃ
が
多

く
、
子
ど
も
を
見
क
り
な
が
ら
、
ࠊ

を
下
ろ
す
場
所
が
な
い
。
ϕ
ン
ν
は

あ
る
け
ど
໦
ӄ
が
な
く
一
ٳ
み
が
で

き
な
い
。・
・
市
民
の
ܜ
い
の
場
と

し
て
ࣳ
生
も
޿
げ
て
ほ
し
い
」
と
の

要
望
が
出
て
い
る
。
整
備
が
必
要
で

は
な
い
か
。

౴　

現
状
の
中
で
、
গ
し
で
も
公

園
ར
用
者
が
く
つ
ろ
い
で
༊
さ
れ
る

公
園
と
し
て
い
く
た
め
、
ই
ん
で
い

る
ࣳ
生
の
࠶
整
備
や
໦
ӄ
に
৽
た
に

ϕ
ン
ν
を
設
置
す
る
な
ど
検
討
す
る
。

�

（
建
設
部
௕
）

հ
ޢ
α
ồ
Ϗ
ε
ͷ
ޙ
ୀ
͸

ڐ
͞
Ε
ͳ
͍

໰　

ҩ
ྍ
հ
護
総
合
法
が
6
月
に

自
民
・
公
明
ౘ
な
ど
の
賛
成
多
数
で

可
決
成
ཱ
し
た
。
こ
の
法
཯
は
ҩ

ྍ
・
հ
護
分
໺
で
公
的
な
څ
付
අ
を

࡟
ݮ
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
੾
り
下
げ
と

負
担
増
を
ԡ
し
付
け
る
も
の
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
հ
護
サ
ー
ビ

ス
を
ҡ
࣋
し
後
ୀ
さ
せ
な
い
た
め
の

市
の
対
ࡦ
を
聞
き
た
い
。

౴　

ҩ
ྍ
հ
護
総
合
ਪ
進
法
は
、

地
域
に
お
け
る
ద
੾
な
ҩ
ྍ
・
հ
護

サ
ー
ビ
ス
の
ఏ
ڙ
体
制
を
実
現
し
、

ױ
者
の
社
会
෮
ؼ
を
進
め
、
住
み
׳

れ
た
地
域
で
の
生
活
を
可
能
と
す
る

こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
た
。
そ
の

中
で
、
特
に
հ
護
保
ݥ
制
度
に
つ
い

て
は
、
հ
護
څ
付
අ
の
ద
੾
な
水
準

の
確
保
と
අ
用
負
担
の
公
平
化
を
ਤ

り
、
ద
正
な
հ
護
保
ݥ
事
業
の
運
営

に
౒
め
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

法
の
見
直
し
に
あ
っ
て
は
、
今
後
も

市
民
等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
国
に

要
望
し
て
い
き
た
い
。

�

（
健
康
福
祉
部
௕
）

船場川・大坪川・潤川の河川改修を急ぎ，水害から市民生活を守れ
അ೭੉ڮからݟたધ৔઒

（
日
本
共
産
党
）

福
田
　
慧
一
　
議
員
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総
務
市
民

総
務
部
・
企
画
部
・
市
民
環
境
部
・
そ
の
他
を
所
管

経
済
建
設

経
済
部
・
建
設
部
・
農
業
委
員
会
を
所
管

　
論
議
さ
れ
ま
し
た
主
な
も
の
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
総
務
省
消
防
庁
の
救
助
資
機
材
・
小
型
ポ

ン
プ
搬
送
車
の
無
償
貸
付
事
業
で
委
員
か
ら
「
積
載

車
の
無
償
貸
し
付
け
は
、
今
回
が
初
め
て
な
の
か
。」

と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
積
載
車
に
資
機

材
な
ど
を
積
ん
だ
災
害
時
用
の
緊
急
車
両
を
総
務
省

が
無
償
で
市
町
村
に
貸
し
付
け
る
も
の
で
、
今
年
度

採
択
と
な
っ
た
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
別
の
委
員
か
ら
関
連
質
問
で
「
消
火
栓
ボ
ッ
ク

ス
内
の
ホ
ー
ス
は
地
区
の
負
担
で
購
入
す
る
の
か
。」

と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
各
地
区
で
負
担

し
て
い
た
だ
く
が
、
補
助
金
申
請
で
市
か
ら
1
/
2

（
上
限
が
1�
万
円
）
の
補
助
が
あ
る
。」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
以
外
で
、
網
田
駅
舎
の
国
登
録
有
形

文
化
財
に
つ
い
て
、
執
行
部
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
関
連
で
委
員
か
ら
「
国
道
��
号
線
は
流
動

人
口
が
多
い
の
で
、
サ
イ
ン
計
画
な
ど
論
議
さ
れ
て

い
る
か
。」
と
の
質
疑
に
対
し
て
、
執
行
部
か
ら

「
国
道
沿
い
と
い
う
こ
と
で
難
し
い
問
題
も
あ
る
が
、

市
の
サ
イ
ン
計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
る
。」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
「
西

部
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
観
光
案
内
や
網
田
駅

で
し
か
買
え
な
い
よ
う
な
特
産
品
販
売
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　
次
に
、
窓
口
業
務
で
の
住
民
票
等
の
発
行
に
つ
い

て
、
委
員
か
ら
「
先
日
、
あ
る
自
治
体
で
、
本
来
交

付
す
べ
き
で
な
い
D
V
の
加
害
者
に
対
し
間
違
っ

て
戸
籍
の
附
票
を
交
付
す
る
と
い
う
ミ
ス
が
あ
っ
た

と
報
道
さ
れ
た
が
、
宇
土
市
で
も
起
こ
り
得
る
の

か
。」
と
の
質
疑
に
対
し
て
、
執
行
部
か
ら
「
D
V

等
の
被
害
者
か
ら
申
し
出
が
あ
る
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
登
録
を
行
い
、
戸
籍
の
附
票
や
住
民
票
等
を

取
り
に
来
ら
れ
て
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
画
面
に
警

告
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
人
確
認
を
よ
り
厳
格
に
行
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
他
自
治
体
で
問
題
と
な

る
事
案
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
具
体
的
な
事
例
を

示
し
て
、
個
人
情
報
を
誤
っ
て
開
示
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
全
庁
へ
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
以
上
が
、
論
議
さ
れ
た
主
な
内
容
で
あ
り
ま
す
が
、

本
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
に
つ
い
て
は
、

全
会
一
致
で
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。
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論
議
さ
れ
ま
し
た
主
な
も
の
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
議
案
第
62
号
　
宇
土
市
営
住
宅
条
例
及
び

宇
土
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
「
市
営
住
宅
等
に
入

居
で
き
な
い
者
と
し
て
、「
暴
力
団
員
で
な
く
な
っ

た
日
か
ら
�
年
を
経
過
し
な
い
者
」
を
追
加
す
る
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
�
年
間
は
暴
力
団
員
扱
い
を
す

る
と
い
う
こ
と
か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部

か
ら
「
暴
力
団
を
離
れ
た
と
し
て
も
、
ま
た
戻
っ
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
�
年
間
は
暴
力

団
員
と
み
な
す
も
の
で
あ
る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
6�
号
　
平
成
26
年
度
宇
土
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら

「
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
と
し
て
約
�
，
2
0
0

万
円
の
補
助
金
を
出
す
と
の
こ
と
で
あ
る
が
事
業
内

容
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

執
行
部
か
ら
「
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
、
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
を
建
て
る
2
つ
の
農
業
組
織
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
す
る
も
の
で
、
補
助
率
は
2
分
の
1
で
あ

る
。
台
風
シ
ー
ズ
ン
で
も
生
産
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
、
収
量
の
増
加
、
品
質
向
上
が
期
待
で
き
、
農

業
者
の
方
も
喜
ん
で
お
ら
れ
る
。」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
委
員
か
ら
「
い
い
事
業

で
あ
る
の
で
、
積
極
的
に
活
用
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
執
行
部
か
ら
「
昨
年

も
申
請
は
し
て
い
た
が
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の

事
業
は
、
2
つ
の
成
果
目
標
を
選
択
し
、
そ
の
成
果

目
標
の
ポ
イ
ン
ト
を
合
計
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
が
高
い

も
の
が
採
択
さ
れ
る
制
度
に
な
っ
て
い
る
。」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
委
員
か
ら
、
議
案
第
66
号
　
平
成
26
年
度

宇
土
市
漁
業
集
落
排
水
施
設
整
備
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
2
号
）
の
債
務
負
担
行
為
の
設
定
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
戸
口
浄
化
セ
ン

タ
ー
に
異
常
が
あ
っ
た
場
合
は
、
終
末
処
理
場
に
常

駐
し
て
い
る
委
託
業
者
が
点
検
に
行
く
な
ど
一
体
的

に
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
、
終
末
処
理
場
の
運

転
管
理
業
務
委
託
に
つ
い
て
�
年
間
の
債
務
負
担
行

為
の
設
定
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
併
せ
て
戸
口

浄
化
セ
ン
タ
ー
も
同
様
に
設
定
を
行
う
も
の
で
あ

る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
以
上
が
、
論
議
さ
れ
た
主
な
内
容
で
あ
り
ま
す
が
、

本
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
に
つ
い
て
は
、

全
会
一
致
で
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
認
定
及
び
可
決

致
し
ま
し
た
。
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去
る
�
月
2�
日
、
執
行
部
出
席
の
も
と
本
委
員

会
を
開
催
し
、
現
在
ま
で
の
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て
、
執
行
部
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、「
熊
本
・
宇
土
道
路
」
の
用
地
取
得
の

状
況
に
つ
い
て
は
、
宇
土
市
側
、
熊
本
市
側
と
も

に
前
回
の
報
告
か
ら
進
捗
は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

工
事
の
状
況
で
す
が
、
熊
本
市
側
で
1
件
の
地
盤

改
良
工
事
が
竣
工
し
、
宇
土
市
側
で
2
件
の
改
良

工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　（
仮
称
）
緑
川
大
橋
に
つ
い
て
は
、
宇
土
市
側

の
下
部
工
工
事
が
1
件
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今

後
の
予
定
と
し
て
は
、
前
回
の
報
告
の
と
お
り
漁

業
補
償
等
の
条
件
が
整
い
次
第
、
下
部
工
工
事
が

発
注
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、「
宇
土
道
路
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
全
線
に
わ
た
る
幅
杭
の
設
置
と
用
地
測
量
、

用
地
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
の
報
告
を
踏
ま
え
、
委
員
会
で
論
議
さ
れ

ま
し
た
主
な
内
容
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
委
員
か
ら
「（
仮
称
）
緑
川
大
橋
は
漁

業
補
償
が
う
ま
く
い
っ
た
段
階
で
下
部
工
工
事
発

注
と
の
説
明
だ
っ
た
が
、
交
渉
が
難
航
し
て
い
る

と
い
う
話
を
聞
い
た
。
詳
し
く
説
明
で
き
な
い

か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
交
渉

内
容
に
つ
い
て
は
、
ど
の
あ
た
り
が
難
航
し
て
い

る
の
か
と
い
っ
た
詳
細
も
含
め
、
国
土
交
通
省
か

ら
説
明
は
受
け
て
い
な
い
。」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
委
員
か
ら
「
交
渉
の
状

況
に
つ
い
て
も
情
報
を
収
集
し
て
、
委
員
会
に
報

告
を
し
て
も
ら
い
た
い
。」
と
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
当
委
員
会
と
し
ま
し
て

は
、
今
後
も
市
執
行
部
と
と
も
に
1
日
も
早
い
熊

本
・
天
草
幹
線
道
路
の
全
線
開
通
を
目
指
し
て
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
高
規
格
道
路
促
進
等
対
策
特
別
委
員
会

඿ޱଟඒ༤ҕһ௕

　
論
議
さ
れ
ま
し
た
主
な
も
の
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
議
案
第
6�
号
　
平
成
26
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
2
号
）
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
、「
最

近
、
居
住
実
態
が
把
握
で
き
な
い
児
童
に
つ
い
て
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
乳
幼
児
健
診
に
来
な
い
人

も
い
る
と
思
わ
れ
る
が
宇
土
市
は
ど
の
よ
う
な
状
況

か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
�
月
に

県
か
ら
調
査
が
あ
り
、
幼
稚
園
や
保
育
園
で
の
確
認

や
、
健
診
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
は
訪
問
し

て
確
認
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
宇
土
市
に
お
い
て

不
明
者
は
0
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
回
答
し
て
い

る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
��
号
　
宇
土
市
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て
、
議
案
第
�9
号
　
宇

土
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て
、
議
案
第

60
号
　
宇
土
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て
。

　
こ
の
�
議
案
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
、「
今
回
の

法
改
正
で
は
小
規
模
な
保
育
の
形
が
数
種
類
創
設
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
小
規
模
保
育
の
事
業
所
を
保
育

所
と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
に
揃
え
る
よ
う
な
内
容
に
で

き
な
い
か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら

「
ま
ず
は
国
の
示
し
て
い
る
形
で
事
業
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
随
時
見
直
し
て
い
く
こ
と
で
事
業
を
進
め

て
い
き
た
い
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
委
員
か
ら
「
今
ま
で
は
学
童
保
育
事
業
に

は
基
準
が
な
か
っ
た
が
、
今
後
は
指
導
員
に
は
一
定

の
資
格
が
必
要
に
な
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
の
対
応
は

ど
う
す
る
の
か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か

ら
「
現
人
員
に
つ
い
て
は
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
一
定
期
間
中
に
研
修
を
受
講
し
業
務
に
従
事

す
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
委
員
か
ら
「
今
回
の
子
育
て
支
援
事
業
に

つ
い
て
の
法
改
正
に
対
し
て
、
幼
稚
園
を
管
轄
す
る

教
育
委
員
会
、
保
育
園
を
管
轄
す
る
健
康
福
祉
部
、

双
方
に
よ
る
協
議
を
十
分
に
行
う
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、
部
署
が
違
う
こ
と
で
の
弊
害
が
な
い
よ
う
、

積
極
的
に
進
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
。」
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
以
外
と
し
て
、「
全
国
学
力
学
習
状

況
調
査
」
の
公
表
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
「
宇
土
市

は
公
表
し
な
い
、
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
熊
本
県

の
方
針
が
あ
る
の
か
。
ま
た
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
う
予
定
は
あ
る
か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行

部
か
ら
「
公
表
を
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
熊

本
県
の
方
針
で
は
な
く
各
自
治
体
の
教
育
委
員
会
の

判
断
で
あ
る
。
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
予
定
は

な
い
。
現
在
、
県
下
で
は
地
域
別
の
教
育
事
務
所
単

位
で
の
平
均
点
は
公
表
し
て
い
る
が
、
学
校
単
位
で

の
公
表
は
ど
こ
も
行
っ
て
い
な
い
。
点
数
が
独
り
歩

き
し
、
競
争
意
識
が
先
走
っ
て
し
ま
う
懸
念
が
あ
る

こ
と
や
、
こ
の
調
査
の
本
来
の
趣
旨
で
あ
る
「
調
査

結
果
に
基
づ
い
て
、
子
ど
も
達
の
学
力
に
つ
い
て
の

傾
向
を
把
握
し
、
そ
の
後
の
学
力
向
上
に
向
け
た
教

育
活
動
に
反
映
さ
せ
て
い
く
」
と
い
う
考
え
方
に
重

き
を
お
い
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
た
め
、

「
学
校
単
位
の
公
表
は
し
な
い
」
と
い
う
方
針
で
あ

る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
以
上
が
、
論
議
さ
れ
た
主
な
内
容
で
あ
り
ま
す
が
、

本
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
に
つ
い
て
は
、

議
案
第
��
号
並
び
に
第
61
号
は
全
会
一
致
で
原
案
の
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1�うと市議会だより　第 47 号

【市長提出議案】
議Ҋ൪号 ݅　　　໊ ෇ୗ委員会 議ܾの݁Ռ
第üý号 平成ùü年౓Ӊ౔市ਫಓ事ۀ会ࢉܾܭのೝ定について 設ݐࡁܦ Ҋೝ定ݪ
第üþ号 Ӊ౔市อҭの実ࢪにؔする৚例をഇࢭする৚例について จްڭ生 Ҋ可ܾݪ

第üÿ号 Ӊ౔市ಛ定ڭҭ・อҭࢪ設ٴͼಛ定஍Ҭܕอҭ事ۀのӡӦにؔするج४を定Ίる৚例につい
て จްڭ生 ʏ

第üĀ号 Ӊ౔市์՝後ࣇಐ݈શҭ成事ۀの設උٴͼӡӦにؔするج४を定Ίる৚例について จްڭ生 ʏ
第ý÷号 Ӊ౔市Ոఉతอҭ事ۀ౳の設උٴͼӡӦにؔするج४を定Ίる৚例について จްڭ生 ʏ
第ýø号 Ӊ౔市อҭ所ෛ୲ۚ௃ऩ৚例の一෦をվਖ਼する৚例について จްڭ生 ʏ
第ýù号 Ӊ౔市Ӧॅ୐৚例ٴͼӉ౔市ಛ定公ڞ௞ିॅ୐৚例の一෦をվਖ਼する৚例について 設ݐࡁܦ ʏ

第ýú号 平成ùý年౓Ӊ౔市一ൠ会ิܭਖ਼༧ࢉ(第̎号)について
૯務市民
จްڭ生
設ݐࡁܦ

ʏ

第ýû号 平成ùý年౓Ӊ౔市ࠃ民݈߁อݥಛผ会ิܭਖ਼༧ࢉ(第̎号)について จްڭ生 ʏ
第ýü号 平成ùý年౓Ӊ౔市հޢอݥಛผ会ิܭਖ਼༧ࢉ(第1号)について จްڭ生 ʏ
第ýý号 平成ùý年౓Ӊ౔市ۀړ集མഉਫࢪ設੔උ事ۀಛผ会ิܭਖ਼༧ࢉ(第̎号)について 設ݐࡁܦ ʏ
第ýþ号 平成ùý年౓Ӊ౔市後ऀྸߴظҩྍಛผ会ิܭਖ਼༧ࢉ(第1号)について จްڭ生 ʏ
第ýÿ号 平成ùý年౓Ӊ౔市ਫಓ事ۀ会ิܭਖ਼༧ࢉ(第1号)について 設ݐࡁܦ ʏ
第ýĀ号 平成ùý年౓Ӊ౔市公ڞԼਫಓ事ۀ会ิܭਖ਼༧ࢉ(第1号)について 設ݐࡁܦ ʏ
第þ÷号 Ӊ౔市؂ࠪ委員のબ೚について Ҋಉҙݪ
໰第̒号ࢾ 人ݖ༴ޢ委員ީิऀのਪનにつきҙݟをٻΊる͜とについて Ҋ౴ਃݪ

【議員提出議案】
൪号 ݅　　　໊

発議第3号 ফඅ੫ø÷ˋ૿੫の中ࢭをٻΊるҙݟ書
発議第4号 「͜͜Ζの݈߁をकりਪਐするج本๏」の制定をٻΊるҙݟ書
発議第̑号 ù÷øü年̣̥̩ݕ࠶౼会議に͚޲て೔本政෎に֩ฌثશ面ࢭېのたΊのܾஅと行動をٻΊるҙݟ書
発議第̒号 ࿑ಇऀอޢϧーϧվѱに൓ରするҙݟ書

【報告】
報ࠂ൪号 ݅　　　໊
第øû号 平成ùü年౓Ӊ౔市ࡒ政の݈શԽ൑அൺ཰について
第øü号 平成ùü年౓Ӊ౔市؆қਫಓ事ۚࢿۀෆ଍ൺ཰について
第øý号 平成ùü年౓Ӊ౔市公ڞԼਫಓ事ۚࢿۀෆ଍ൺ཰について
第øþ号 平成ùü年౓Ӊ౔市ۀړ集མഉਫࢪ設੔උ事ۚࢿۀෆ଍ൺ཰について
第øÿ号 平成ùü年౓Ӊ౔市ਫಓ事ۚࢿۀෆ଍ൺ཰について

【請願・陳情】
डཧ൪号 ௠　情　の　݅　໊ ෇ୗ委員会 議ܾ݁Ռ

੥ئ 平成26年
2 ফඅ੫૿੫のఫ回をٻΊるҙݟ書ఏग़をٻΊる੥ئ ૯務市民 ୒࠾

௠情

平成26年
1

「͜͜Ζの݈߁をकりਪਐするج本๏」の制定をٻΊるҙݟ書ఏग़にؔ
する௠情 จްڭ生 ୒࠾

平成26年
2

201�年 のたΊのܾࢭېશ面ثて೔本政෎に֩ฌ͚޲会議に౼ݕ࠶15/
அと行動をٻΊる௠情 ૯務市民 ୒࠾

平成26年
�

「生֔ݱ役ࣾ会の実ݱ」にऔり૊Ήγϧόー人ࡐηϯター΁の支ԉのཁ
๬について จްڭ生 ୒࠾

ฏ੒��೥第̏ճӉ౔市議会ఆྫ会議ܾ݁ՌҰཡ

【市長提出議案】
議Ҋ൪号 ݅　　　໊ ෇ୗ委員会 議ܾの݁Ռ
第þø号 Ӊ౔市؂ࠪ委員のબ೚について Ҋಉҙݪ

第þù号 ઐܾॲ෼の報ٴࠂͼঝೝをٻΊる͜とについて
ઐܾ第øû号　平成ùý年౓Ӊ౔市後ऀྸߴظҩྍಛผ会ิܭਖ਼༧ࢉ(第̎号)について Ҋ可ܾݪ

ฏ੒��೥第̏ճӉ౔市議会ྟ࣌会議ܾ݁ՌҰཡ
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1� ฏ੒ �� ೥ �� ݄ �� ೔

「うと教育の日」記念事業

宇土市子ども議会が開催されました。
　݄̔̔೔(ۚ)にӉ౔市ڭҭ委員会ओ࠵で「Ӊ౔市子Ͳも議会」が開࠵されました。
　͜れは，子Ͳもたͪに行政や議会の࢓૊みをֶんでもらお͏とຖ年行われているものです。
　今年も市内の֤খ・中ֶߍからબग़された14໊の子Ͳも議員が，਎ۙな໰୊から஍Ҭのॾ໰୊やকདྷのまͪ
ͮくりについて，子Ͳものࣗ༝な発૝やࢹ఺でଊえた࣭໰やҙݟを発දし，市長をは͡Ί市ࣥ行෦がஸೡに౴
หをしていました。
　子Ͳもたͪにとͬては，஍Ҭの໰୊・՝୊に目を͚޲，ࣗらの考えをओ体తに発දする体ݧの৔となͬてお
り，市にとͬても，子Ͳもたͪからのҙݟ，ఏҊやཁ๬なͲをฉく͜とがग़དྷるوॏな৔となͬています。
　子Ͳも議員の一ൠ࣭໰は࣍のとおりです。

࣭໰ॱ ࣭໰事߲ ʲֶ໊ߍʳ議員໊ ౴หऀ

1
人口૿Ճରࡦのاըおよͼௐ੔にؔする͜とᶃ

(Ֆいͬͺいӡ動)
ʲӉ౔খֶߍʳཾ　ͻまり ෦長ࡁܦ

2
人口૿Ճରࡦのاըおよͼௐ੔にؔする͜とᶄ

(人口૿Ճରࡦ)
ʲӉ౔খֶߍʳҏဇ　࿨૗ ը෦長ا

� খֶߍ体ҭ館の੔උについて ʲՖԂখֶߍʳࢁݐ　ඒۭ　 ҭ長ڭ

4 तۀにお͚る *$5(タϒレοτ౳)のಋೖについて ʲՖԂখֶߍʳ২田　݈ଠ࿠ ҭ長ڭ

� ೶࢈෺やਫ࢈෺のൢച̧̥について ʲ૸ׁখֶߍʳਗ਼Ӭ　ܙඒ 市長

6 োがいをもつࣇಐ・生ెのֶߍଔۀ後のਐ࿏について ʲ྘઒খֶߍʳ本田　　෣ ෦長ࢱ෱߁݈

� 市長΁の௚行ศにؔする͜と ʲ網津খֶߍʳଜ田　　ྋ 市長

� Ӊ౔市にお͚るڥ؀໰୊とͦのରࡦについて ʲ網田খֶߍʳോ野　༤一࿠ 副市長

9 ҆৺して子ҭてができるまͪͮくりについて ʲӉ౔౦খֶߍʳޫౡ　޼ਅ 市長

10 にؔする͜とྲྀަࡍࠃ ʲ௽৓中ֶߍʳ井্　࿨߳ ҭ෦長ڭ

11 ҭ立市ϓϥϯの成Ռにؔする͜とڭ ʲ௽৓中ֶߍʳਫӜ　༟و ҭ長ڭ

12 についてंۀ࡞ੴ৔の࠾ ʲॅ٢中ֶߍʳদԼ　ྯే 市民ڥ؀෦長

1�
ごみഉग़ྔݮ࡟のたΊの۩体తなख立てとͦの成Ռ，՝୊
について

ʲ網田中ֶߍʳଜ田　ᰜଠ 副市長

14 पลのಓ࿏についてߍֶ ʲӉ౔中ֶߍʳஜࢵ　๖ʑ子 市長
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16うと市議会だより　第 47 号

市議会からのお知らせ

　市議会も新体制となり，議会だよりも今号から
新しい編集委員での発行となりました。
　議会の活動を市民の皆さんにお伝えする「議会
だより」は，市民の皆さんと議会をつなぐ大切な
紙面だと考えています。今後も内容の充実を図り
ながら，わかりやすく読みやすい議会だよりを目
指してまいります。

編集委員
　委員長／藤井慶峰　副委員長／野口修一
　委　員／樫﨑政治　委　　員／嶋本圭人

編 集 後 記

　市議会のホームページで，本会議(定例会・臨時
会)の会議録を公開しています。

[アドレス]
  http://www.city.uto.kumamoto.jp/
　本会議の会議録(冊子)は，市情報公開コーナー
(市役所1階ロビー)，市立図書館で閲覧できます。
　なお，平成26年第3回定例会の会議録は，平成26年
第4回定例会以降に閲覧可能です。

◎生中継（ライブ放送）
　議会開会中，本会議(定例会・臨時会)の模様を生
中継で市役所1階ロビー・網津支所・網田支所に設置
されているテレビモニターでご覧になれます。

[お問い合せ] 
　市議会事務局　0964－22－1111
　　　　　　　　内線2611
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市議会では市民の皆さんの生活に密着した問題が審議されています。身近な市政を知るために，ぜひ一度傍聴して
みませんか。
◇	議会傍聴席は市役所議会棟2階の議場内にあります。傍聴席入口で必要事項をご記入のうえ，席へお着きくだ

さい。また，委員会傍聴については議会事務局にて受付をお願いします。

◇	本会議の傍聴席の定員は50人です。

◇	委員会傍聴については，委員会室の広さ・内容等により人員を制限する場合がありますのでご了承ください。

◇	原則として，本会議，委員会は午前10時開会ですが，議事の都合で変更する場合があります。

◇	本会議傍聴の際は，傍聴席入口に掲示の注意事項をお守りください。

平成26年

第４回定例会会期日程

12月₃日　　開会
　　₄日　特別委員会
　　₅,₈,₉日
　　　　　質疑 ・一般質問
　　10日　経済建設委員会
　　11日　文教厚生委員会
　　12日　総務市民委員会
　　18日　閉会
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